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特  集
川崎学園祭（短大マップ編）

川崎学園祭の様子を写真とマップをもとにお伝えします。
学生たちの活き活きとした様子をご覧ください。

学園創立 40 周年記念
第 36 回川崎学園祭

2010 年 10 月 9 日 土・10 日 日
　　　　　：ROOTS  〜新たなスタート〜統一テーマ

川崎医療短期大学　キャンパス案内図

体育館
模擬店

受付

学生寮

学園祭駐車場

校舎棟

駐輪場

←倉敷 県道162号（旧国道2号） 岡山→

正門

木々に囲まれた緑豊かなキャンパス
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体育館前広場イベント 体育館内イベント

ステージイベント

エアアーチ
来場者を迎えるにふさわしいビック
なエアアーチ。

川崎学園トークショー
9日（12：30～13：30）
短大と医大の合同イベントです。
今年は今話題の“JOY”が来学。体
育館2階にて開催。

受付
来場者への学園祭パンフレットの配
布や、案内などを担当。今年は40周
年記念としてロゴ入りの風船を配布。

模擬店
9日（9：00～17：00）
10日（9：00～16：00）
詳しくはP４をご覧ください。

第６回オープンキャンパス
今年最後のオープンキャンパスです。
入試を控えた高校生の皆さんが参加。

手話部コンサート
10日（12：00～）

なんでもコンテスト
10日（10：30～）

軽音部Live
９日（12：30～）10日（11：30～）

学科紹介
9日（9：00～15：00）
10日（9：00～15：00）
詳しくはP３をご覧ください。

アカペラ部Live
10日（10：00～）

合気道演武会
10日（14：00～15：00）
体育館２階にて開催。

                                  

                                  

                                  

              

 

 

学園祭メイン会場

学友会メンバー
学園祭の企画・運営や各パートの責任者を担当しているスタッフ。
スタッフと多くの一般学生の協力によって、学園祭が成り立っています。

体育館

ス
テ
ー
ジ

受付

模擬店
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タイトルなどを入れます。 

放射線技術科 臨床検査科

介護福祉科

御茶会（茶道部） 第２回特別公開講座

看護科

進学相談

医療保育科

2 1

6

3

4

5

学科の行事や診療放射線技師の
業務内容をパネルで展示しまし
た。また、「微弱な放射線の計測」
や「Ｘ線画像を3Dで見る」など、
体験型の催しも行いました。初日
には、川崎医科大学附属病院の中
央放射線部を訪問する「病院見
学」を実施。病院で働く診療放射
線技師の様子を知るよい機会と
なったようです。

臨床検査科では、就職先や国家試
験状況・臨床検査の内容などのパ
ネル展示を行いました。また、超音
波やABO式血液型の判定、血糖値
の測定などを実施したり、血液や病
理の標本を観察したりと、臨床検査
を体験できるようなコーナーを設け
ました。附属病院の中央検査部見
学もあり、実際の現場を見るよい機
会になったようです。

介護福祉科では、車いすの体験
コーナーを中心に学生が作成した
学科紹介や介護福祉士について
の紹介パネルを展示しました。ま
た、学生が考案した介護用品も説
明文を付けて展示。見学に来られ
た方々は、日頃目にすることのな
い車いすに実際に乗って体験。利
用者としての恐怖心、また、介護
する側の気持ちを実際に使用して
感じ取っていただきました。

P9の「サークル紹介」で、茶道
部の活動の様子を紹介してい
ますのでご覧ください。

P5の「第2回公開講座」で、講
座の様子を紹介していますの
でご覧ください。

今年は「母性看護」をテーマに、妊
娠中からの生活指導についての内
容を展示し紹介しました。男子学
生も来場者に上手に説明し、興味
関心を持っていただきました。な
かでも「妊婦体験」は大変好評で
した。また、「血圧測定」も行い、
来場者との会話も弾み和やかな雰
囲気で多くの方々に見ていただけ
ました。

入試の時期を迎え、受験を希望す
る高校生が多数訪れました。各学
科の教員が対応し、対面式での進
学相談ということで、入学して勉
強についていけるか、国家試験や
資格試験に合格できるのかなど、
かなり具体的な質問・相談が多
かったようです。入試間近の高校
にとって、役立つ情報を提供でき
たようです。

けん玉やビー玉、横長の積木「カ
プラ」を用意して、訪れた人たち
に「遊び」を体験していただきま
した。子どもにとっての遊びは大
人の勉強のようなもので、たくさ
んのことを学ぶことができます。
遊びのプロを目指す学生が実演し
ながら、訪れた人と一緒に楽しい
時間を過ごしました。

7 8

体育館１階平面図
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臨床検査科38期生

放射線技術科２年

硬式テニス部

バレーボール部 るねちゃんのクレープ屋 写真同好会 バトミントン部 介護福祉科1年

3

Dolce（ドルチェ） ソフトボール部 バスケットボール部 合気道部 手話部 

こんにちは、私達は女子７名
でアイスクリームやフロー
ト、ジュースを売っておりま
す。是非、買いに来てくださ
い。

毎年伝統の焼きそばでなく
焼きうどんではあります
が、とてもおいしいので来
年もよろしくお願いしま
す。

バスケ部が作った、外はカ
リカリで中はフワフワのた
こ焼きです！おいしいんで
ぜひ食べてみてください。

１個50円の安くておいし
いハンバーグを売っていま
す！ソースも４種、トッピ
ングもあるので種類も豊富
です。

私たち手話部は、ジュース
の上にアイスクリームをの
せたフロートを販売してい
ます。めちゃうまです！！

一生懸命営業中。安くてお
いしいフランクフルトを
売っています。ぜひ、買っ
てください！

医療保育科１年が力を合わ
せ、ほそぼそとクレープを
作っています。我等医療保
育科が天使の笑顔でお
待ちしております。

おいしいライスバーガーと
ジュースを販売していま
す。ぜひぜひ一度食べてみ
て下さい！ボリューム
たっぷり！

11 12 13
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甘くて美味しいアイス
売ってまーす！！味は間
違いありません。お願い
だから来て♡種類はいっ
ぱいあります☆

できたてホヤホヤの放射
線技術科焼き（たい焼
き）です。放射線技術科
２年の愛情たっぷり、素
材にこだわり作りま
した。

焼き鳥です！それも塩と
タレの味が選べる！な
ので皆さんぜひ来てくだ
さい。お手軽焼き鳥でー
す。

体育館前広場平面図

少し大きめのバナナを使っ
ているのでボリュームたっ
ぷりです！おやつに是非ど
うぞ。

元気もりもりやきそば盛り盛
り！！かわいい子がいっぱいの
やきそば店です！！！愛情たっ
ぷりのホカホカやきそ
ばっ！！ 1245

6

7

8
109

学園祭当日の模擬店からのコメントを紹介します。

ス
テ
ー
ジ

体
育
館
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公開講座

　

九
月
十
一
日（
土
）、
本
学
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、
子

ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
る

も
の
で
あ
り
、山
陽
新
聞
社
会
事
業
団
が
主
催
し
、毎
年
県
内
数
か

所
で
開
催
さ
れ
る
も
の
で
す
。こ
の
日
、
子
育
て
中
の
保
護
者
を
は

じ
め
、保
育
、医
療
関
係
者
が
百
名
以
上
集
ま
り
、子
ど
も
を
産
み

育
て
る
環
境
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

前
半
の
特
別
講
演
で
は
、
本
学
医
療
保
育
科
・
寺
田
喜
平
教
授

が「
子
ど
も
の
病
気
と
子
育
て
」と
題
し
て
、
子
ど
も
が
罹か
か

り
や
す

い
感
染
症
や
そ
の
ワ
ク
チ
ン
に
関
す
る
最
新
の
知
見
を
紹
介
し
ま

し
た
。後
半
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、本
学
医
療
保
育
科
・
中
原
朋
生
准

教
授
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に「
医
療
と
保
育
〜
あ
ら
ゆ
る
子
ど

も
の
成
長
の
た
め
に
〜
」を
テ
ー
マ
と
し
、
四
名
の
講
師
が
各
専
門

分
野
に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。本
学
看
護
科
・
登
喜
玲
子
教
授
が

「
お
腹
の
中
か
ら
は
じ
ま
る
子
育
て
」、本
学
医
療
保
育
科
・
入
江
慶

太
助
教
が「
乳
幼
児
期
の
遊
び
の
大
切
さ
」、本
学
医
療
保
育
科
・
宮

津
澄
江
准
教
授
が「
病
気
の
あ
る
子
ど
も
の
保
育
」、
本
学
医
療
保

育
科
・
中
井
靖
助
教
が「
発
達
に
遅
れ
の
あ
る
子
ど
も
の
保
育
」に

つ
い
て
、分
か
り
や
す
く
話
し
ま
し
た
。最
後
の
質
疑
応
答
で
は
、横

浜
か
ら
参
加
さ
れ
た
保
育
所
で
勤
務
す
る
看
護
師
さ
ん
や
、保
護
者

の
皆
さ

ん
か
ら

具
体
的

な
質
問

が
あ
り
、

あ
っ
と
い

う
間
の

三
時
間

で
し
た
。

子
育
て
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊

in 

川
崎
医
療
短
期
大
学

医
療
保
育
科 

教
授
　
寺
田
　
喜
平 

他

す
べ
て
の
こ
ど
も
に
保
育
を

　
　
　  

〜
医
療
保
育
っ
て
な
に
〜

▲いただいた質問に熱心に答えました

▲胎児からの子育てのお話

　

十
月
九
日（
土
）、本
学
の
学
園
祭
の

初
日
に
本
学
体
育
館
に
お
い
て「
す

べ
て
の
こ
ど
も
に
保
育
を
〜
医
療
保

育
っ
て
な
に
〜
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

話
す
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

平
成
十
七
年
四
月
に
短
大
に
お
い

て
日
本
で
初
め
て
の
医
療
保
育
科
が

開
設
さ
れ
て
六
年
目
を
迎
え
て
い
ま

す
。医
療
保
育
と
い
う
言
葉
は
平
成
七
年
頃
か
ら
使
わ
れ
は
じ

め
ま
し
た
。医
療
保
育
は
通
常
の
保
育
所
や
幼
稚
園
に
お
け
る

保
育
と
は
異
な
り
、
医
療
と
密
接
に
関
わ
る
場
に
お
け
る
保
育

を
総
称
と
し
た
も
の
で
、病
院
・
診
療
所（
外
来
や
病
棟
）、病
児

保
育
施
設
、
障
害
児
保
育
施
設
に
お
け
る
保
育
を
い
い
ま
す
。子

ど
も
に
と
っ
て
の
医
療
の
場
は
病
気
を
治
す
場
で
あ
る
と
と
も

に
、生
活
を
す
る
場
で
あ
り
、成
長
・
発
達
を
促
す
場
で
も
あ
り

ま
す
。日
本
医
療
保
育
学
会
に
お
け
る
医
療
保
育
の
定
義
は
、
医

療
を
要
す
る
子
ど
も
と
そ
の
家
族
を
対
象
と
し
て
、
子
ど
も
を

保
育
の
主
体
と
捉
え
、専
門
的
な
保
育
支
援
を
通
じ
て
、本
人
と

家
族
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
向
上
を
め
ざ
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
と
し
て

い
ま
す
。平
成
十
四
年
に
は
診
療

報
酬
に
保
育
士
加
算
が
導
入
さ

れ（
一
日
百
点
）、
平
成
二
十
二
年

四
月
か
ら
特
定
機
能
病
院
に
お

い
て
も
保
育
士
加
算
が
認
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。少
し

ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
医
療
の

場
に
保
育
の
必
要
性
が
広
ま
っ

て
い
ま
す
。

平
成
二
十
二
年
度
　
第
二
回
公
開
講
座

医
療
保
育
科 

准
教
授
　
宮
津
　
澄
江

　

十
一
月
十
三
日（
土
）
午
前
十
時
か

ら
本
学
体
育
館
で
、が
ん
粒
子
線
治
療

研
究
セ
ン
タ
ー
長
の
菱
川
良
夫
氏
と
、

本
学
放
射
線
技
術
科
の
成
廣
直
正
講

師
に
よ
り
、放
射
線
治
療
に
お
け
る
最

新
技
術
の
講
演
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
成
廣
講
師
か
ら「
Ｉ
Ｍ

Ｒ
Ｔ（
強
度
変
調
放
射
線
治
療
）」と
題

し
て
、
放
射
線
治
療
の
歴
史
や
治
療
方
法
な
ど
の
概
要
と
、
直
線

加
速
装
置（
リ
ニ
ア
ッ
ク
）
を
使
っ
た
最
新
治
療
技
術
で
あ
る
Ｉ

Ｍ
Ｒ
Ｔ
の
原
理
と
そ
の
有
効
性
に
つ
い
て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
菱
川
氏
か
ら
今
回
の
公
開
講
座
の
サ
ブ
タ
イ
ト

ル
に
も
な
っ
て
い
る「
粒
子
線
治
療
に
つ
い
て
」
の
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。講
演
の
中
で
、「
他
の
治
療
で
は
治
ら
な
い
が
ん
が

高
確
率
で
治
る
」「
元
気
な
患
者
さ
ん
を
元
気
な
ま
ま
治
す
」
な

ど
、粒
子
線
治
療
の
特
徴
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、

が
ん
治
療
の
方
法
に
は
選
択
枝
が
幾
つ
か
あ
り
、自
分
に
あ
っ
た

治
療
方
法
を
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン（
よ
り
よ
い
判
断
を
行
う
た

め
、
専
門
的
な
知
識
を
も
っ
た
第
三
者
に
意
見
を
求
め
る
行
為
）

に
よ
っ
て
見
つ
け
る
こ
と
の
大
切
さ
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。最
後

に
、
菱
川
氏
が
セ
ン
タ
ー
長
を
務
め
る
鹿
児
島
県
に
あ
る「
メ
デ

ィ
ポ
リ
ス
指い
ぶ
す
き宿
」
の
紹
介
が
あ
り
、

盛
大
な
拍
手
と
と
も
に
講
演
が
終

了
し
ま
し
た
。

　

当
日
の
受
講
者
は
、過
去
最
高
の

百
四
十
七
名
を
記
録
し
、
一
般
の

方
々
の
が
ん
治
療
に
対
す
る
関
心

の
高
さ
が
窺う
か
がえ
ま
し
た
。

平
成
二
十
二
年
度
　
第
三
回
公
開
講
座

が
ん
治
療
最
前
線
　
〜
切
ら
な
く
て
も
治
る
、

　
　 

副
作
用
の
少
な
い
粒
子
線
治
療
と
は
〜

メ
デ
ィ
ポ
リ
ス
医
学
研
究
財
団
　
が
ん
粒
子
線
治
療
研
究
セ
ン
タ
ー
長
　
菱
川 

良
夫 

氏

放
射
線
技
術
科
　
講
師
　
成
廣 

直
正

▲医療保育に関心のある方が聴講されました

▲医療保育のお話

テ
ー
マ

テ
ー
マ

▲第3回公開講座の演者
右：菱川良夫氏
左：本学の成廣直正講師

▲�菱川氏による「粒子線治療につい
て」の講演風景
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清掃ボランティア／新任教職員紹介

　

九
月
二
十
五
日（
土
）、
朝
七
時
五
十
分
に
本

学
体
育
館
前
に
集
合
し
、学
友
会
主
催
で
清
掃

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
ま
し
た
。夏
休
み

中
に
も
関
わ
ら
ず
、
学
友
会
委
員
を
は
じ
め
、

学
生
、
先
生
方
計
五
十
人
が
集
ま
り
、
約
一
時

間
か
け
て
大
学
周
辺
の
ゴ
ミ
拾
い
を
し
ま
し

た
。普
段
何
気
な
く
通
っ
て
い
る
道
も
、
よ
く

見
て
み
る
と
小
さ
な
ゴ
ミ
が
た
く
さ
ん
落
ち

て
い
ま
し
た
。ま
た
、
季
節
の
変
わ
り
目
で
落

ち
葉
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

　

例
え
ば
自
転
車
に
乗
っ
て
細
い
道
を
走
っ

て
い
る
と
き
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
落
ち
て
い
る

と
邪
魔
に
思
い
ま
せ
ん
か
？
「
な
ん
で
こ
ん

な
と
こ
に
捨
て
た
ん
だ
ろ
う
」「
汚
い
な
ぁ
」

そ
う
思
っ
て
い
て
も
、
人
の
捨
て
た
ゴ
ミ
を
拾

っ
て
捨
て
る
の
は
汚
い
感
じ
が
し
た
り
、
恥
ず

か
し
い
思
い
を
し
た
り
す
る
も
の
で
す
。

　

川
崎
学
園
は
今
年
創
立
四
十
周
年
を
迎
え
、

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
き
り
ま
し
た
。そ
こ
で
、

学
友
会
で
は
こ
れ
を
機
に
こ
れ
か
ら
も
定
期

的
に
こ
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
施

し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。み
ん
な
で
や
る
か

ら
こ
そ
楽
し
く
掃
除
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

ま
た
掲
示
板
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、

そ
の
時
は
是
非
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。み
な
さ

ん
も
自
分
達
が
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
通
学

路
を
一
緒
に
綺
麗
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

▲集めたゴミを前に（右から2人目が筆者） ▲徹底的に清掃しました ▲50名の学生・教職員が参加

新任教職員紹介

医大と医福大
の図書館を経
て、10月より

本学図書館へ異動して参りまし
た。短大勤務は初めてですが、今
までの経験を活かし、図書館とい
う場を通じて皆さんの学習・研究
支援に努めます。

吉田 晴子
本学図書館

　

私
た
ち
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
部
は
九
月

二
十
日（
月
）、
第

四
十
六
回
岡
山
県

臨
床
検
査
技
師
会

主
催
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
で
優
勝
と
い
う

快
挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　

今
大
会
で
は
、Ａ
と
Ｂ
の
二
チ
ー
ム
が
出
場

し
、
共
に
予
選
を
勝
ち
上
が
り
ま
し
た
。Ａ
チ

ー
ム
は
惜
し
く
も
準
々
決
勝
で
岡
山
済
生
会

病
院
に
敗
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、Ｂ
チ
ー
ム

は
勢
い
が
衰
え
ず
、
強
豪
に
次
々
勝
利
し
、
気

づ
い
た
時
に
は
決
勝
戦
へ
駒
を
進
め
て
い
き

ま
し
た
。

　

決
勝
戦
の
相
手
は
、同
じ
学
生
チ
ー
ム
の
倉

敷
芸
術
科
学
大
学
で
し
た
。こ
の
チ
ー
ム
は
優

勝
候
補
の
倉
敷
中
央
病
院
に
勝
利
し
た
強
豪

で
し
た
が
、８
対
４
で
勝
つ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

皆
さ
ん
も
私
た
ち
と
一
緒
に
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

を
楽
し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

放
射
線
技
術
科
二
年
　
蒲
生 

美
波

11
月
11
日
　
毎
日
、
あ
っ
た
か
介
護
あ
り
が
と
う

　『
介
護
の
日
』
記
念
イ
ベ
ン
ト
“
介
護
フ
ェ
ア
ー
”
開
催

介
護
福
祉
科
　
辻 

真
美

ソフトボール部

優勝 !

　

十
一
月
十
一
日
は
、「
い
い
日
、い
い
日
」の
親
し
み
や
す
い
語
呂
合
わ
せ
に

ち
な
ん
だ
介
護
の
日
」
で
す
。利
用
者
さ
ん
や
家
族
介
護
者
、
介
護
従
事
者
、

介
護
を
学
ぶ
学
生
た
ち
が
一
緒
に“
介
護
”を
考
え
る
日
と
し
、ま
た
、多
く
の

方
に
介
護
に
つ
い
て
関
心
を
も
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
啓
発
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

　

そ
の「
介
護
の
日
」を
記
念
し
て
、
十
一
月
七
日（
日
）に
、
県
総
合
福
祉
会

館
一
階
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。今
年
は
、

（
社
）
岡
山
県
介
護
福
祉
士
会
と
岡
山
県
介
護
福
祉
士
養
成
協
会
の
協
賛
の

も
と
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。内
容
は
、
県
下
八

校
の
学
生
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
福
祉

用
具
の
展
示
、認
知
症
を
テ
ー
マ
に
し
た
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
す
。他
に
も
、
介
護
相
談
や
各
校

の
展
示
紹
介
、
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
も
登
場
し
、
関

係
者
の
熱
い
思
い
が
集
大
成
し
た
記
念
イ
ベ

ン
ト
で
し
た
。

　

本
学
も
学
生
と
教
員
、
総
勢
二
十
五
名
が

参
加
し
ま
し
た
。受
付
や
会
場
の
設
営
を
お

手
伝
い
し
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、「
ト
イ

レ
の
神
様
」の
手
話
歌
を
行
い
ま
し
た
。

　

学
生
た
ち
は
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、先
輩
方

と
な
る
実
践
者
や
他
校
の
学
生
と
の
出
逢
い

を
体
験
し
、
小
さ
な
一
歩
で
は
あ
り
ま
す
が
、

将
来
の
専
門
職
と
し
て
の
自
覚
を
新
た
に
し

た
よ
う
で
す
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
が
毎
年
開
催
さ
れ
、
誰
も
が

気
軽
に
集
い
、
介
護
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る

こ
と
の
で
き
る
場
に
な
る
こ
と
を
願
わ
ず
に
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
。

▲舞台で手話歌を披露する学生たち ▲受付にて手伝いをする風景

い
い 

ひ 

い
い 

ひ



　

実
習
開
始
式
は
、
医
療
保
育
科
の
二
年
生
が
学
外
で
の
実
習
を
開
始
す

る
に
あ
た
り
、毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。本
学
の
学
生
と
し
て
の
誇
り
を
持
っ

て
実
習
に
臨
む
こ
と
を
、
教
職
員
や
後
輩
で
あ
る
一
年
生
に
対
し
て
宣
言
す

る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

今
年
度
は
、
医
療
保
育
科
主
任
の
梶
谷
喬
教
授
か
ら
社
会
人
と
し
て
の

マ
ナ
ー
や
守
秘
義
務
等
の
注
意
事
項
が
伝
え
ら
れ
、
さ
ら
に
今
城
学
長
か

ら
激
励
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
最
後
に
、学
生
代
表
の
宍
甘
咲
季
さ
ん
、

桑
田
実
佳
さ
ん
が
宣
誓
を
行
い
、
翌
日
か
ら
始
ま
る
保
育
所
で
の
実
習
へ
の

意
気
込
み
を
宣
言
し
ま
し
た
。
緊
張
し
た
面
持
ち
で
式
に
臨
む
学
生
の
表

情
か
ら
は
、
実
習
へ
の
意
欲
の
高
ま
り
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

十
月
三
十
日（
土
）に
看
護
科
二
年
生
百
三
十
六
名（
女
子
百
二
十
三

名
、男
子
十
三
名
）の
戴
帽
・
授
章
式
が
挙
行
さ
れ
、主
任
・
副
主
任
か
ら

ナ
ー
ス
キ
ャ
ッ
プ（
女
子
）と
学
章（
男
子
）が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。学
生
は

看
護
の
灯
火
を
掲
げ
、ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
誓
詞
を
全
員
で
唱
和
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、今
城
吉
成
学
長
か
ら
式
辞
を
頂
き
、続
い
て
岡
山
県
看
護
協

会
会
長
の
山
谷
冨
美
枝
氏
、卒
業
生
の
川
崎
医
科
大
学
附
属
病
院
看
護
師

の
川
田
幸
恵
氏
よ
り
祝
辞
や
激
励
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。会
場
は
厳

粛
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
、学
生
一
人
ひ
と
り
の
表
情
も
輝
い
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
戴
帽
・
授
章
生
代
表
の
折
重
綾
香
さ
ん
が
決
意
表
明
を
行
い
、看

護
の
道
に
進
む
気
持
ち
と
意
気
込
み
を
誓
い
ま
し
た
。

▲看護の灯火を掲げナイチンゲール誓詞を唱和

　

九
月
二
十
九
日
（
水
）
に
臨
床
検
査
科
ワ
ッ
ペ
ン
授
与
式
が
挙
行
さ
れ

ま
し
た
。
全
員
で
学
歌
を
斉
唱
し
た
後
、
通
山
薫
学
科
主
任
か
ら
二
年
生

六
十
七
名
に
対
し
ワ
ッ
ペ
ン
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
代
表
学
生
の

間
賀
田
隆
秀
さ
ん
先
導
に
よ
り
、「
臨
床
検
査
科
授
与
式
誓
詞
」
を
声
高

ら
か
に
読
み
上
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
激
励
の
言
葉
と
し
て
ま
ず
通
山
学
科
主
任
か
ら
、
ワ
ッ
ペ
ン
の
意

味
や
現
場
で
の
取
り
組
み
方
に
つ
い
て
、
次
に
今
城
吉
成
学
長
か
ら
、
臨
床

検
査
技
師
の
役
割
と
責
任
の
重
さ
に
つ
い
て
の
話
が
あ
り
、
二
年
生
は
決
意

を
新
た
に
し
ま
し
た
。

▲ワッペンを左肩に

　

九
月
二
十
五
日
（
土
）
、
三
十
三
回
目
と

な
る
授
章
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
授
章

式
は
、
本
学
科
一
期
生
か
ら
続
い
て
い
る
伝

統
の
儀
式
で
、
病
院
で
の
臨
床
実
習
に
先
立

ち
、
実
習
開
始
の
許
可
の
証
と
し
て
ワ
ッ
ペ

ン
が
授
与
さ
れ
ま
す
。

　

は
じ
め
に
今
城
学
長
か
ら
、「
病
院
で
は

身
だ
し
な
み
や
マ
ナ
ー
を
守
り
、
臨
床
実

習
要
項
の
内
容
を
熟
知
し
て
臨
ん
で
も
ら

い
た
い
。
中
国
に
守し

ゅ
は
り

破
離
と
言
う
言
葉
が

あ
る
。
守
は
そ
の
人
を
真
似
て
成
り
き
る
、

破
は
自
分
な
り
の
型
を
作
る
、
離
は
独
り

立
ち
を
す
る
、
と
い
う
意
味
で
、
こ
の
言
葉

を
実
践
し
、
実
習
を
終
え
て
一
回
り
成
長
し

て
も
ら
い
た
い
」
と
式
辞
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、

村
中
学
科
主
任
が
「
ワ
ッ
ペ

ン
の
授
章
は
一
年
半
に
わ
た

る
基
礎
学
習
を
終
了
し
、
臨

床
実
習
の
許
可
と
し
て
贈
ら

れ
る
。
ま
た
、
本
学
放
射
線

技
術
科
の
実
習
生
で
あ
る
こ

と
を
表
す
と
同
時
に
、
友
情

と
団
結
の
印
で
あ
る
。
こ
れ

ま
で
の
伝
統
に
恥
じ
な
い
よ

う
に
、
強
い
決
意
で
臨
み
、

励
ん
で
ほ
し
い
」
と
述
べ
、二

年
生
五
十
九
名
一
人
ひ
と
り

に
期
待
と
応
援
の
思
い
を
込

め
ワ
ッ
ペ
ン
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
卒
業
生（
平
成

十
八
年
度
卒
）
で
福
山
市
民
病
院
に
勤
務

し
て
い
る
有
田
由
美
さ
ん
か
ら
、
自
分
の
体

験
を
も
と
に
、
第
一
に
患
者
様
に
見
え
な
い

場
所
で
、
こ
ま
め
に
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
メ

モ
す
る
こ
と
、
第
二
に
よ
い
緊
張
感
を
持
っ

て
、
初
心
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
、

第
三
に
患
者
様
を
大
切
に
す
る
こ
と
、
以
上

の
事
を
守
っ
て
自
分
の
描
く
理
想
の
技
師

と
な
っ
て
ほ
し
い
と
「
激
励
の
言
葉
」
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。
最
後
に
、
授
章
生
を
代
表

し
て
今
泉
大
将
さ
ん
が
「
決
意
表
明
」
を
行

い
、
式
が
終
了
し
ま
し
た
。

　

授
章
式
の
終
了
後
、
川
崎
医
科
大
学
附

属
病
院
の
看
護
部
長
で
あ
り
、
本
学
看
護

科
教
授
で
も
あ
る
千
田
美
智
子
先
生
に
よ

る
「
医
療
の
現
場
か
ら
︱
チ
ー
ム
医
療
︱
」

と
題
し
た
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

放
射
線
技
術
科  

授
章
式

看
護
科  

戴
帽
・授
章
式

臨
床
検
査
科  

ワ
ッ
ペ
ン
授
与
式

医
療
保
育
科  

実
習
開
始
式

▲学歌を高らかに歌いました

▲記念講演

▲代表学生による決意表明

▲卒業生による激励の言葉

▲学科主任によるワッペンの授与
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教員の活動紹介 ／先輩から後輩へ

　

今
年
四
月
か
ら
、
私
は
保
育
所
で
一
歳
児
ク

ラ
ス
十
五
名
の
担
任
を
し
て
い
ま
す
。
最
初
は

毎
日
を
や
り
過
ご
す
こ
と
に
精
一
杯
で
、
戸
惑

う
こ
と
ば
か
り
で
し
た
が
、
少
し
ず
つ
保
育
の

流
れ
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　

普
段
、
保
育
を
し
て
い
る
な
か
で
難
し
い

と
感
じ
る
こ
と
は
、
決
し
て
正
解
が
な
い
こ
と

で
す
。
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
性
格
、
家
庭
環

境
、
場
面
、
状
況
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
対

応
が
適
切
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
日
々
考
え

さ
せ
ら
れ
ま
す
。
早
く
自
分
の
対
応
に
自
信
を

持
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

今
考
え
る
と
、
学
生
生
活
を
送
っ
て
い
る
と
き

か
ら
、
自
分
が
保
育
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
大

切
に
し
た
い
か
、
ど
の
よ
う
な
子
ど
も
に
育
っ

て
欲
し
い
か
と
い
う
考
え
を
持
っ
て
お
い
た
方

が
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
に
向
か
っ
て
話
を
始
め

た
い
と
き
や
、
こ
ち
ら
に
注
目
し
て
欲
し
い
と

き
に
、
手
遊
び
や
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
、
パ
ネ
ル
シ

ア
タ
ー
な
ど
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
多
く
あ
る
と

子
ど
も
た
ち
の
興
味
を
引
き
や
す
く
な
り
ま
す

し
、
自
分
自
身
も
一
緒
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
実
際
、
私
も
学
生
の
と

き
に
作
っ
た
も
の
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き
、

と
て
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
学
生
の
と

き
か
ら
多
く
の
保
育
技
術
に
触
れ
て
、
自
分
の

も
の
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

保
育
を
し
て
い
て
、
い
ろ
い
ろ
と
悩
む
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
朝
出
勤
し
て
保
育
室
へ
行
く

と
「
せ
ん
せ
ー
！
」
と
走
っ
て
近
寄
っ
て
来
て

く
れ
る
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
に
、
毎
日
元
気
を

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
少
し
ず
つ
言
葉
が

増
え
て
き
た
り
、
ト
イ
レ
へ
行
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
り
と
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長

し
て
い
く
姿
を
近
く
で
実
感
で
き
る
こ
と
は
、

と
て
も
幸
せ
で
す
。

　

ま
だ
ま
だ
駆
け
出
し
の
状
態
で
す
が
、
周
囲

の
人
た
ち
に
も
恵
ま
れ
、
同
じ
保
育
園
の
先
生

方
は
熱
心
に
指
導
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
自
分
の
力
に
変
え

る
「
何
で
も

こ
や
し
」
の
気

持
ち
で
が
ん

ば
り
ま
す
。

後
輩
の
み
な

さ
ん
も
、
楽
し

く
充
実
し
た

学
生
生
活
を

送
っ
て
く
だ
さ

い
ね
！

　

倉
敷
市
大
学
連
携
講
座
と
は
、
倉
敷
市
内
に

あ
る
十
大
学
（
大
学
・
短
大
）
の
教
授
・
准
教

授
陣
が
、
専
門
分
野
に
つ
い
て
の
講
義
を
行
う

も
の
で
す
。
倉
敷
市
民
、
あ
る
い
は
市
内
に
通

勤
・
通
学
の
方
な
ら
誰
で
も
聴
講
で
き
、
「
ラ

イ
ク
パ
ー
ク
倉
敷
」
で
毎
回
開
講
さ
れ
て
い
ま

す
。
川
崎
医
療
短
期
大
学
か
ら
は
、
臨
床
検
査

科
下
田
健
治
教
授
が
「
寄
生
虫
と
の
た
た
か
い

︱
ス
ラ
イ
ド
で
見
る
ア
フ
リ
カ
の
今
と
医
療
援

助
活
動
︱
」
と
題
し
て
、
七
月
二
十
二
日
に
す

で
に
講
演
し
て
い
ま
す
。

　

私
の
専
門
は
薬
理
学
で
す
の
で
「
薬
の
正
し

い
知
識
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
お
話
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
約
七
十
名
の
市
民
の
方
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。
「
薬
が
な
ぜ
効
く
の
か
？
」
か
ら

始
ま
り
、
次
に
「
薬
が
身
体
の
な
か
で
ど
の
よ

う
な
一
生
を
お
く
る
の
か
？
」
と
い
う
こ
と
を

テ
ー
マ
と
し
て
、
薬
の
相
互
作
用
や
副
作
用
を

説
明
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
近
脚
光
を
浴
び
て
い
る
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
に
つ
い
て
、
「
先
発
医
薬
品
と

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
果
た
し
て
同
じ
な

の
か
？
そ
れ
と
も
違
う
の
か
？
」
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
は
聴
講
者
の
方
も
大
変
興
味
を
も
っ

て
聞
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

先
発
医
薬
品
と
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
は
含
ま
れ
て

い
る
成
分
は
全
く
同
じ
で
す
が
、
成
分
を
包
ん

で
い
る
添
加
剤
の
違
い
は
あ
り
ま
す
。
こ
の
添

加
剤
の
違
い
に
よ
り
ア
レ
ル
ギ
ー
が
発
現
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
は
先
発
医
薬
品
に
は
無
い
付
加
価
値
を

付
け
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す（
例
え
ば
、
水

な
し
で
唾
液
に
よ
り
溶
解
す
る
な
ど
）。

　

今
後
も
、
川
崎
医
療
短
期
大
学
の
教
授
・
准

教
授
陣
が
講
演
を
行
う
予
定
で
す
の
で
、
興
味

が
あ
る
演
題
が
あ
れ
ば
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

教
員
の
活
動
紹
介

　

看
護
科�

教
授
　
内
田�

昌
宏

先
輩
か
ら
後
輩
へ

「
倉
敷
市
大
学
連
携
講
座
」

　
薬
の
正
し
い
知
識
〜
お
薬
の
基
本
の
き
ほ
ん
〜

�

高
松
市
立
瀬
戸
内
保
育
所�

保
育
士
　�

石
原�

さ
ゆ
り

（
医
療
保
育
科
三
期
生
）

▲みんな、しっかり見てね

「
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
」

▲講演内容を熱心に聴きメモを取られています



　

弓道部
　私たち茶道部は茶道の精神、点前作法の心得を身
につけ、実践できるよう部員12名、切磋琢磨しあい活
動をしております。学年、学科を越え部員全員とても
仲がよく、和気藹

あいあい

々とした楽しい部活です。
　春に新入生が加わり新たにスタートした我が部
は、学園祭でお茶会を開くことができました。お客様
に心をこめたおもてなしができるよう、点前の稽古だけではなく
お菓子や会場の飾り付けまでこだわりを持って準備をいたしまし
た。お茶会準備はとても大変でしたが、足を運んでくださいまし
たお客様の笑顔をいただき、達成感と充実感でいっぱいのお茶
会となりました。
　茶道部は土曜日の13時から月2回、外部から先生をお招きして
学生寮 2階にある部室で活動しております。
　温かいお茶と美味しいお菓子で最高のおもてなしを致しますの
で是非、遊びに来てください。� （看護科�2年�狩野�舞子）

　「弓道部ってあったんだ？」と言われま
すが、短大にも弓道部はあるんです！
　私たち弓道部は月・木・金の週 3日間、
福祉大の弓道場を借りて練習をしていま
す。曜日によっては医大や福祉大の弓道部
の方と一緒に練習を行い、師範の先生が

来られて指導をして頂くこともあります。普段は道場での練
習だけですが、県内リーグなどの試合や射会、学園祭での
武道祭に参加するなど、日々の練習の成果を確認すること
もしています。短大ということで部活をする期間も短いです
が、初心者から経験者までみんな楽しく和気藹

あいあい

々とした雰
囲気で部活に取り組んでいます。現在、弓道部では部員を募
集中です。初心者・経験者問いません。弓道に興味がある、
やってみたい、袴

はかま

を着たい。そんな方は是非、福祉大の弓道
場へ見学に来て下さい。� （臨床検査科�3年�大原�夕花）

茶道部

❻

上
海
師
生
訪
問
団

　
　
　
看
護
科
二
年
　
古
賀 

愛
理

　

八
月
十
日
か
ら
二
十
日
ま
で
第
十
一
期
上
海

健
康
職
業
技
術
学
院
（
旧
上
海
職
工
医
学
院
）

訪
問
団
と
し
て
、
看
護
科
二
年
生
十
名
お
よ
び

引
率
教
員
の
計
十
二
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

上
海
に
到
着
す
る
と
上
海
の
学
生
さ
ん
と

先
生
方
が
空
港
に
迎
え
に
来
て
く
だ
さ
っ
て
い

て
、
熱
烈
な
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。
空
港
か
ら

学
校
へ
向
か
う
バ
ス
の
中
で
自
己
紹
介
を
し
た

り
、
歌
を
歌
っ
た
り
し
て
、
す
ぐ
に
上
海
の
学

生
さ
ん
と
仲
良
く
な
り
ま
し
た
。

　

上
海
で
の
四
日
間
は
、
朝
か
ら
夜
遅
く
ま
で

色
々
な
観
光
名
所
を
ま
わ
っ
て
異
国
の
文
化

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
中
で
も
一
番

心
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
今
年
上
海
で
開
催
さ

れ
て
い
る
万
博
に
行
っ
た
こ
と
で
す
。
私
達
の

グ
ル
ー
プ
は
日
本
館
に
入
る
た
め
五
時
間
近

く
並
び
ま
し
た
。
並
ぶ
の
は
大
変
で
し
た
が
、

並
び
方
や
待
ち
方
に
も
文
化
の
違
い
を
垣
間

み
る
こ
と
が
で
き
、
興
味
深
か
っ
た
で
す
。
ま

た
、日
本
館
は
日
本
の
四
季
や
歴
史
な
ど
わ
か

り
や
す
く
説
明
さ
れ
て
い
て
日
本
人
な
の
に
、

感
動
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
上
海
の
学
生
さ
ん

も
日
本
と
い
う
国
を
身
近
に
感
じ
喜
ん
で
く
れ

て
い
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

　

技
術
学
院
に
は
、

実
物
の
臓
器
の
展
示

室
や
手
術
室
な
ど
も

あ
り
、
実
際
の
病
院

と
変
わ
ら
な
い
充
実

し
た
設
備
に
驚
き
ま

し
た
。

　

最
後
に
、
私
達
訪

問
団
を
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
関
係
の
皆
様

に
感
謝
し
ま
す
。

川崎医療短期大学 広報誌 NO.71 9

上海師生訪問団/サークル紹介⑥

▲上海健康職業技術学院玄関前での記念撮影

▲美味しい料理を囲んでの晩餐会

▲�講義で使われている最新の妊婦モデルについ
ての説明を受ける



川崎医療短期大学 広報誌 NO.7110

GP採択決定／補助金・助成金／川崎エコプロジェクト

地球温暖化対策
ワーキング
グループだより

Mottainai

NO.1
1

　20世紀の後半になって、私たちは「大量生産」「大量
販売」「大量消費」というパラダイムのもとで過ごして
きました。しかしどうでしょう。もうこんなパラダイムは
時代遅れです。現在は「もったいない」という言葉で表
現されるパラダイムで生きるべきではないでしょうか。
つまりこの「もったいない」という一語には「消費削減
（リデュース）」「再利用（リユース）」「再生利用（リ
サイクル）」、そして「地球資源に対する尊敬（リスペク
ト）」という概念が含まれているのです。
　意外なことがあるものですね。環境分野で初めてノー
ベル平和賞を受賞されたケニア人女性、ワンガリ・マー
タイさんは、2005年に京都議定書関連行事出席のために
来日された折りに、日本語の「もったいない」という素
晴らしい概念が込められた言葉を知り、感銘を受けまし
た。そして、マータイさんはこの日本語を、環境を守る世
界共通語「Mottainai」として提唱したのです。

（地球温暖化対策委員会ワーキンググループ）

平成22年度　補助金・助成金一覧
研究代表者 一般教養教授　名木田�恵理子 配分額（千円） 2,860

名　　称
科学研究費補助金　基盤研究（C）
『医療系英語授業への eラーニングと協調学習の効果的
導入：デザインから実践・評価まで』

研究代表者 放射線技術科准教授　原内�一 配分額（千円） 1,430

名　　称
科学研究費補助金　基盤研究（C）
『側方散乱を用い被写体体型に依存せずに高診断能の低
価格乳房正面撮影装置開発』

研究代表者 一般教養講師　森本�寛訓 配分額（千円） 1,560

名　　称
科学研究費補助金基盤研究（C）
『介護福祉士の職場定着を促進する要因に関する研究
　―ライフコースの観点から―』

研究代表者 医療保育科准教授　中原�朋生 配分額（千円） 910

名　　称
科学研究費補助金若手研究（B）
『米国キャラクターエデュケーションにおける公民と道
徳の統合論による社会科授業開発』

研究代表者 医療保育科助教　中井�靖 配分額（千円） 1,300

名　　称
科学研究費補助金若手研究（B）
『プロソディの音声解析を活用した基本的言語形成期に
おける自閉症超早期診断ツール開発』

研究代表者 一般教養准教授　橋本�美香 配分額（千円） 250

名　　称
財団法人川崎医学・医療福祉学振興会
『医療福祉系学生のための導入教育』

研究代表者 一般教養准教授　橋本�美香 配分額（千円） 150

名　　称
財団法人両備檉

てい

園記念財団平成22年度第32回助成
『医療・福祉を学ぶ大学生のための漢字教育』

　海外日系協会他主催の第 7回海外日系文芸祭におい
て、本学介護福祉科 2年生の西川千尋さん（短歌部門／
学生の部）と仙田瑞穂さん（俳句部門／学生の部）が、
入選しました。表彰式が、10月23日（土）、東京都千代田
区永田町にある憲政記念館おいて行われ、両名が出席し
ました。
　西川千尋さんは「利用者のお宅に並んだレトルトに遠
方に住む娘を思う」という歌で入選しました。表彰式に
ついて、「年齢に幅がある授賞者の大半が、現在海外在
住の日本人でしたが、短歌や俳句が日本を離れていても
誰もが関心のあるものであることを実感しました。」とい
う感想を寄せてくれました。
　仙田瑞穂さんは、「猫たちがふとんに来ない春始め」
という俳句で入選しました。「日系人文芸祭ということで
外国から来られた方が多く、国際交流を深める場でもあ
ると思いました。めったにな
い貴重な体験をすることが
できてとても嬉しく思って
います。」と語っています。
　この場をお借りして、この
式の出席にご協力いただい
た方々に感謝いたします。
� （介護福祉科）



既刊の「若きいのち」は、本学ホームページでご覧いただけます。

　

今
年
も
学
園
祭
が
無
事
終
了
し
、
気
が
付
け
ば
師
走
。
酷
暑

だ
っ
た
こ
と
が
嘘
の
よ
う
で
す
。

　

私
事
で
す
が
、
広
報
誌
編
集
委
員
会
に
加
わ
っ
て
四
年
目
に

な
り
ま
す
。
当
初
、
広
報
誌
に
掲
載
さ
れ
る
写
真
が
、
委
員
を

は
じ
め
と
す
る
教
職
員
の
手
に
よ
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
撮
影
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
、
驚
き
ま
し
た
。
今
回
の
表
紙
の
写
真
も
、
広

報
誌
編
集
委
員
の
手
に
よ
っ
て
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
の
学
園
祭
の
写
真
が
、
今
年
六
月
（
第
69

号
）
発
行
の
「
キ
ラ
リ
い
い
顔
」
に
登
場
の
庶
務
課
山
口
義
雄

さ
ん
に
よ
っ
て
撮
影
さ
れ
、
食
堂
と
購
買
に
続
く
廊
下
の
側
面

に
た
く
さ
ん
掲
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
や
模
擬
店
で
の

一
コ
マ
が
切
り
取
ら
れ
て
い
る
こ
れ
ら
の
写
真
か
ら
、
授
業
中

に
見
せ
る
顔
と
は
ま
た
別
の
生
き
生
き
と
し
た
学
生
の
皆
さ
ん

の
表
情
に
、
広
報
誌
の
タ
イ
ト
ル
の
よ
う
に
「
若
き
い
の
ち
」

の
輝
き
を
見
る
よ
う
で
す
。

　

今
回
か
ら
、
文
字
が
見
に
く
い
と
の
ご
意
見
を
受
け
て
、
広

報
誌
の
文
字
が
少
し
大
き
く
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
、
皆
様
の

ご
意
見
、
ご
要
望
を
い
た
だ
き
、
改
善
を
し
て
い
き
た
い
と
委

員
一
同
考
え
て
い
ま
す
。
広
報
誌
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
に
も
、

是
非
ご
意
見
ご
要
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。�

（
橋
本�

美
香
）

編
　
集
　
後
　
記

主 要 行 事 （1月〜3月）

Information

1月

	 4日	 仕事始め
	 	 放射線技術科2年生　臨床実習開始（〜2月17日）
	20日	 放射線技術科3年生　第2回卒業試験
	22日	 医療保育科　保育実習成果発表会
	28日	 一般入試前期

2月

			4日	 一般入試前期合格発表
	 	 放射線技術科3年生　第3回卒業試験
	16日	 介護福祉科2年生　卒業時共通試験
	23日	 介護福祉科2年生　卒業研究発表会

3月

			1日	 健康診断（〜2日）
	 3日	 看護科1年生基礎看護学実習Ⅰ開始（〜12日）
	11日	 一般入試後期
	15日	 卒業証書・学位記授与式
	16日	 一般入試後期合格発表
	19日	 第1回オープンキャンパス

国　家　試　験　日　程

区　　　　　分 試　験　期　日 合格者の発表

第100回　看護師国家試験 平成23年2月20日㈰ 3月25日㈮　午後2時

第57回　臨床検査技師国家試験 平成23年2月23日㈬ 3月31日㈭　午後2時

第63回　診療放射線技師国家試験 平成23年2月24日㈭ 3月31日㈭　午後2時

平成 23 年度一般（前期・後期）入試日程

試験区分 願書受付期間 試験日 合格発表

一般前期 平成23年1月4日㈫〜1月21日㈮【消印有効】 1月28日㈮ 2月4日㈮9時

一般後期 平成23年2月21日㈪〜3月5日㈯【消印有効】 3月11日㈮ 3月16日㈬17時

平成２3年度ＡＯ入試・特別入試・推薦入試結果

ＡＯ入試　　　　　　　　    試験日：９月18日（土）　合格発表：9月27日（月）
看護科 介護福祉科 医療保育科 計

募集人員 20 15 15 50

志願者数 67 12 38 117

志願倍率 3.4 0.8 2.5 2.3

合格者数 37 11 33 81

特別入試（　）：社会人枠、内数　　　　　　　試験日：１０月１6日（土）　合格発表：１０月22日（金）

看護科 臨床検査科 放射線技術科 介護福祉科 医療保育科 計

募集人員 30（3） 10（2） 7（2） 15（5） 10（1） 72（13）

志願者数 47 30 38 3 4 122

志願倍率 1.6 3.0 5.4 0.2 0.4 1.7

合格者数 34 15 10 2 3 64

推薦入試　　　　　　　　　　　　　　　　試験日：１１月6日（土）　合格発表：１１月１2日（金）

看護科 臨床検査科 放射線技術科 介護福祉科 医療保育科 計

指定校 公募 指定校 公募 指定校 公募 指定校 公募 指定校 公募 指定校 公募

募集人員 35 10 10 35 27 117

志願者数 22 30 34 56 7 7 17 10 46 137

志願倍率 1.5 3.4 5.6 0.4 1.0 1.6

合格者数 22 13 12 13 7 6 16 10 45 54
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第2種 放射線取扱主任者試験 合格者

（放射線技術科3年生2名）
佐藤	逸美さん　　山縣	有紗さん

（放射線技術科2年生18名）
有富	智美さん	 池田	卓也さん	 石尾	典孝さん

佐々木	歩さん	 新谷	元貴さん	 鈴鹿	隆之さん

関澤	恵理佳さん	 高橋	一徳さん	 武内	基記さん

中谷	拓矢さん	 中野	裕貴さん	 中原	淳成さん

中山	健人さん	 西	香奈枝さん	 馬場園	桂さん

堀	翔一郎さん	 堀	貴彦さん	 好原	あゆこさん

[放射線取扱主任者とは]
放射線業務従事者や一般公衆等に対して放射線障害

が起こらないように、放射性同位元素等の取り扱い

について監督を行います。一定数量以上の放射性同

位元素等を使用・保管する施設では、この免状を取

得した「放射線取扱主任者」を配置する必要があり

ます。


